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図 4 星の葉tの時間変化
30 長崎大学教育学部紀要 教科教育学 rh33(1999年)
れらの花火の開花の大きさを比較するため星の初速度 uoと花火の開花時間tを一定とし,











































































図11 2次元表示による運動型花火 図12 2次元表示による静止型花火


































300 VZ = Ⅴ ●COS(P工tTH/180)




350 - Z =0











































































































































































































































































































































































































































































6)例えば,河西朝雄 :入門ソフトウェアシリーズ3 BASIC (ナツメ社,1991)
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